
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年７月１４日 

秋 田 県 立 中 央 公 園 

（指定管理者：（一財）秋田県総合公社） 

 

 

県立中央公園内における小型無人機（ドローンなど）の飛行について 

 

 

 平素より県立中央公園をご利用いただき、ありがとうございます。 

 令和８年７月１４日より「重要施設の周辺地域の上空における小型無人機等の飛行の禁

止に関する法律の一部を改正する法律」（令和８年法律第４７号）が施行されました。 

このことに伴い、当公園のスポーツゾーン・ファミリーピクニックゾーン・空港前庭ゾー

ンがドローン等を飛行させる場合の事前通報等が必要なエリアとして指定されております。 

同エリアにおいてドローン等を飛行させる際には従来の空港管理事務所からの許可に加

え、航空自衛隊秋田分屯地及び秋田東警察署への事前通報が必要となり、これら機関へ通報

なく飛行させた場合には罰則の対象となります。詳細については以下のリーフレットをご

参照ください。 

また、業としての飛行、撮影などの都市公園条例第四条（行為の制限）に該当する場合に

おいては、行為許可申請が別途必要となりますので、行為を行う２週間前までに中央公園事

務所へご連絡をお願いいたします。 

なお、公園内でのドローン飛行に際し、「他の使用者に著しく迷惑を及ぼし、又は及ぼす

恐れがあると認められる者」や、「都市公園の管理上支障がある行為をし、又はするおそれ

があると認められる者」に対して、都市公園条例施行規則第十条に基づき、入園を拒否し、

又は当該都市公園から退去を命ずる場合があります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


